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練習日時；7月24日から毎週木曜日 午後６時３０分から９時
特別練習として 8月31日(日)、10月12日(日)、11月9日(日)、12月14日(日)、
1月17日(土) 時間帯は追ってご案内します。

練習会場；大阪音楽センター会館（大阪市城東区鴫野西5-17-16）
（JR学研都市線、地下鉄今里線「鴫野」駅下車徒歩８分）

団 費；月3,000円
（週1回として 楽譜、資料代金等を含みます）

TEL；06-6962-5482

FAX；06-6969-1261

E-mail；kansaigasshoudan＠yahoo.co.jp

HP；http://kansaigassyoudan.sakura.ne.jp/

演 奏 曲； ♪安広真理作品から「風よふるさとよ」、「ちいさなひとしずく)、
「自転車で今日も走るヘルパー」(組曲「いのちをつなぐ人たちのうた」)、
「クウネルワラウ死ぬまで生きる」（同名組曲）

♪「愛燦燦」「時代」「島唄」
♪「IMAGINE」「青い空は」

演 奏；関西合唱団 第88回定期演奏会
開 催 日；2026年1月24日(土)・25日(日)
開催会場；住友生命いずみホール
指 揮；山本 惠造
ピ ア ノ；石田 瑞枝
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第 8 7 回 定 期 演 奏 会

住友生命いずみホール

お問合せ、

お申込みは

関 西 合 唱



安広真理さん（作曲家・合唱指導者）は、うたごえや関西合唱団のために医療・介護

をテーマにした「いのちをつなぐ人たちのうた」、子育てがテーマの「そだちあういの

ち」、人権や多様性がテーマの「クウネルワラウ死ぬまで生きる」をはじめ「その手の

中に」「風よふるさとよ」「ねがい」など多くの楽曲を作ってくださいました。今回はそ

の中から選りすぐった４曲を歌います。

みずみずしい感性と真実を見つめる温かいまなざしでやさしく心に寄り添う曲をぜひ

ご一緒に歌いませんか。
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作詞 上田 假奈代

みんな、しんどいことあるものよ

言えないこと、しんどいこと、わかったうえで、

顔をあげて。呼んでいるよ、

聞こえてくるよ、伝わってくるよ、

生きてるかぎり

知ってるよ、ひとりじゃがんばれないことも

知ってるよ、トンネルがずっとつづくことも

でもね、明けない夜はないように

小さなひかり、こころ、動くときがくるよ

だから、こころ動かす人に出会ったなら

たったひとりからはじめること！

きっとできるわ、生きてるかぎり

そうや、私のままでいい

そうや、気取らんではだしで

そうや、笑いのツボをピッ！と押して

うで伸ばして 歌おう！

クウネルワラウ 死ぬまで生きる

負けてばかりの わたしやから

笑わなやってられまへん

クウネルワラウ 死ぬまで生きる
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作詞 高橋 雅子

（語り）小さなハチドリは、森が燃えるのを見て、

小さなくちばしでひとしずくの水を運び続けた

ガレキの山と化した街

愛する人を失ったかなしみ

涙をためた子ども

燃え盛る炎を前に 私に何ができるだろう

目をそらさないこと

心を寄せ続けること

ちいさなひとしずくが

いくさの火を消すことを願って

大切なことが隠され

いのちが無惨に踏みにじられる

かたく結ばれたくちびる

巨大な力を前に 私に何ができるだろう

真実を見つめること

声をあげつづけること

ちいさなひとしずくが

世界を変えることを願って

小さなくちばしでも ひとしずくを運び続ける

私たちのひとしずくが 未来を変えると信じて


